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大学卒業後、結婚～出産を経て公認会計

士資格取得から社会人としてのキャリアを

スタートさせたというKさん。家族での渡

米、事業会社での勤務経験を経て、現在の

国連大学での仕事に至った経緯やその道

程、仕事の魅力について伺いました。

公認会計士資格取得が公認会計士資格取得が
社会人としてのスタート社会人としてのスタート

―自己紹介と公認会計士を目指したきっか
けをお話しいただけますか？

　大学卒業後、結婚し2児の出産を経て

1999年に公認会計士二次試験に合格しま

した。女性が長く働き続けるためには専門

知識と資格が必要だと考えていたものの、

大学の専門課程で法律を学ぶうちに、自分

は法曹の仕事ができるほど法律に興味を持

てない、と感じるようになりました。その一

方で、会計の知識はどの企業、さらにはどう

いった職種でも必ず必要とされるはずだと

思い、会計士資格の取得を決意しました。子

育てをしながら勉強を続けるのは時間もか

かり決して容易ではありませんでしたが、い

つかは必ず合格できると思っていました。

―監査法人に入所されてからのお仕事に
ついてお話しいただけますか？

　1999年、2児の母として当時の朝日監査

法人（現 有限責任あずさ監査法人）に入社

し、国際部（アーサーアンダーセン）に配属

されました。当時は子どもがいる監査スタッ

フは極めて少なく、他のスタッフに比べて限

定的だったものの出張や残業もあり、働く

時間を確保するだけでもエネルギーを要し

ました。監査の一環でクライアントの業務フ

ローの理解に努めるうち、いずれは事業会

社で内部統制の改善に直接関わりたいと思

うようになりました。３年ほど経った頃、夫

のアメリカ留学が決まりました。英語環境で

暮らすまたとないチャンスだったので、退職

も前向きにとらえ、三次試験の合格を見届

けてから家族で渡米しました。

―若手会計士の方々で、海外駐在やグロー
バルな仕事に従事することにためらいを
感じる大きな要因が言語の壁となってい
ます。渡米される際は、どのように英語を
学習されましたか？また、渡米前はどの
程度英語を話せましたか？

　学生時代の勉強のおかげで読み書きに

ついては特に問題はありませんでしたが、

会話は全くできなかったので、事前に基本

的な会話の例文集を買って付け焼き刃的

に練習しました。渡米した当初から買い物

や、子どもの学校で先生と必要最低限の言

葉を交わすなどはできましたが、予めもっ

と会話の練習をしておくべきでした。語学

の上達には特別なコツなどなく、単語を覚

える、文法を学ぶ、音読をする、独り言をつ

ぶやく等、地道に続けるしかないと感じま

す。また、趣味が身を助けてくれます。楽器

を持参しサークルやスクールに参加するな

ど、共通の趣味を通じて交友関係を広げた

友人もいました。

主体性がカギだった主体性がカギだった
アメリカでの暮らしアメリカでの暮らし

―アメリカでの生活はいかがでしたか？

　　住んだのは中西部にある大学を中心

とした街で、住民の多くは大学関係者や

学生、自動車産業の関係者でした。治安は

極めて良く、外国人留学生や駐在者も多

かったので日本人が暮らしやすい環境で

した。現地での経験を帰国後のキャリアに

少しでも活かしたいと考え、子どもの通う

学校でボランティアをし、日本語を勉強し

ている大学生に声をかけて日本語と英語

をお互いに教えあい、会計の勉強会を企

画するなど、主体的に過ごしました。私も

子どもたちも友人に恵まれ、楽しい2年間

を過ごすことができたので、帰国してから

15年が経ちましたが、いまだに家族で当

時を懐かしんでいます。
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―アメリカで特に印象に残ったことや日本
との文化の違いを強く感じたことはあり
ますか？

　アメリカに到着して早々大規模な停電に

見舞われましたが、慌てる私たちをよそに

同じアパートの隣人たちがのんきにプール

で泳いでいるのを目にしたときには気質の

違いを感じました。子ども連れで初めてバ

スに乗ったとき、小銭がなくて困っていた

ところ見知らぬ青年が黙って代わりに払っ

てくれたこともありました。地域により文化

や慣習は異なりますので、事前に知ってお

くべきことを問われても特定の経験を挙げ

ることはできませんが、どこであれ、おおら

かに構えてそこで暮らす人々の生活様式

や考え方、宗教等を尊重し、自らその地の

イベントを楽しむと良いと思います。私は

友人宅のサンクスギビングの集まりやハロ

ウィン、インド人カップルの出産祝いのパー

ティー等、機会があれば積極的に参加し堪

能しました。また、子どもの学校の友達に

は移民も多かったことから、自然と様々な

バックグラウンドの方々と知り合うことがで

きました。最も親しくなったママ友は故郷

のインドネシアで宗教上の理由から大変苦

労した末、アメリカへ移住してきた人でし

た。他方、会話のネタとして私は着物や浴

衣、風呂敷や折り紙の本を持参しました。

月並みですが、日本の文化を英語で説明で

きるよう準備しておくと会話がスムーズに

なります。また、向こうではたいてい持ち寄

りパーティーに参加する機会があるので、

定番料理などを予め決めておくと慌てずに

済むと思います。

　興味深かったのは、学校教育制度です。

外国人の生徒をサポートする数々の仕組

みがあり、子どもには英語が第2外国語で

ある生徒向けの授業や、英語が話せる日本

人スタッフのサポートがあったほか、有志

の先生や保護者が開いてくれる懇親会で

親も相談に乗ってもらうことができました。

学校では時折、生徒も家族も民族衣装を着

てそれぞれの国の食べ物を持ち寄るイベ

ントも開催されていました。これは、生徒の

バックグラウンドの多様性を表すものだと

思います。また、当時ちょうど大統領選が行

われており、全校生徒が模擬投票を行う一

大イベントを催すなど、学校が意識づけの

ために工夫していたことも印象的でした。

―帰国されてからのお仕事についてお聞か
せいただけますか？

　帰国後は米国系のグローバル企業の経

理部へ入りました。その企業のマネジメン

ト手法は世界的に高く評価されていたこ

ともあり、入社前は働くことを楽しみにし

ていましたが、大組織の中での限定的な職

務や事業内容に興味を持てなくなり、当時

精神的な支えであった書籍と関連サービ

スを扱う外資系企業へ転職しました。マー

ケティングスタッフとして売上の予測資料

の作成、営業支援、イベントの開催やその

効果測定などに携わり、経理とは異なる経

験を積むことができました。前職ではエク

セルスキルが低かったため苦労しました

が、そこで習得に努めた甲斐あって転職後

は相対的にエクセル操作が得意な職員に

なっており、日々工夫する楽しさを感じな

がら働くことができました。その一方で、会

計や管理上の問題点が気になり立場をわ

きまえずに改善提案をしてしまうなど失敗

もしました。たとえ正論であったとしても、

組織に認めてもらわなければ意味がない

ので、効果的なコミュニケーション方法を

強く意識するきっかけになりました。また、

売り上げと営業担当者至上主義の組織で

自分の存在意義がわからなくなることもあ

り、自分の強みである会計分野から離れて

キャリアを築くことに限界を感じるように

なったところ、転職先として経理職のご紹

介をいただくようになったことから、会計

分野に戻ることにしました。

　経理と税務の実務を経験すること、英語

を使うことを目標に、外資系企業をクライ

アントにもつ会計事務所に転職しました。

バックオフィス業務全般に加えて英文ア

ニュアルレポートの作成、連結財務諸表の

作成プロジェクトなども担当し、日々手を

動かすことで知識と経験が確実に蓄積され

ていきました。ミスを防ぎながら効率的に

マルチタスク業務をこなすというバックオ

フィスの基本動作がその後に活かされるこ

とになったと思います。この時期、USCPA

の勉強を始めました。会計の基本を学び直

し、会計分野の英語表現を学ぶこと、転職

に活かすことが主な目的でした。また、学習

を続ける親の背中を子どもたちに見せる

意図もありました。勉強に伴う負担と疲労

は予想以上で、中年以降の記憶力と体力の

衰えを痛感しましたが、その分合格した時

の喜びは大変大きいものでした。

―国際機関である国連大学に転職をされ
た理由や国連大学でのお仕事について
お話しいただけますか？

　きっかけは転職エージェントによる紹介

で、事業目的が自分の価値観と合っていた

ため興味が湧きました。国際機関でありな

がら本部が日本にあるためトップマネジメ

ントと共に働けること、小規模なので自分

自身の裁量と貢献が明確であること、職場

環境が多国籍多文化であることに魅力を

感じました。国連大学本部のバックオフィス

チームはマレーシアにあり、上司も経理部

の同僚も海外にいる状況下、私は日本にお

ける経理全般の責任者として支払いを始

めとした各種会計関連の承認業務を行う

ことになりました。その後、経理業務を可能

な限りマレーシアに移管し、日本における

処理は最小限度にとどめつつ購買や出張

手配、人事関連のサポートも含めたバック

オフィスのチームを統括する流れとなり、今

に至ります。国連大学は発生主義を前提に

したIPSAS（The International Public 

Sector Accounting Standards）という

国際公会計基準に準拠していますが、多く

の職員が重視するのは現金主義に近い予

算会計です。着任時はIPSASの適用直後

だったので勘定科目には意味があること

や、予算とは異なる費用の計上時期の重要

性を職員に理解してもらうところから始め

なくてはなりませんでした。正しい処理をお

願いしても現場のスタッフから「今まではそ

れで問題なかったのに」と反感を買うこと

もあり、ルールの趣旨とミスや不正を防ぐ

ための仕組みについて、度々説明すること

になりました。時には、海外のファイナンス

オフィスの指示に対する現場の不満を受け
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止め、板挟みになりながら仕事を前に進め

なくてはなりません。日本のオペレーション

の現場に即したルールや業務フローを考

え、チェックリストやテンプレートを作成し

たり、それまで手作業で行っていた業務を

エクセルなどで自動化するなどの工夫も重

ねました。最近は、新型肺炎の感染拡大に

伴う自粛要請により、バックオフィスとして

の対応に追われています。署名を電子サイ

ンに変更するなどペーパーレス化やそれに

伴うマニュアル作りなどにも取り組んでい

ます。

―国際機関で働く面白さややりがいについ
て教えてください。

　国連大学は14カ国に拠点を置いている

ほか、他の国際機関とも連携しています。

世界中にいる同僚やパートナーたちと協力

し合えることに喜びを感じています。入社

初日からマレーシアで2週間の研修を受け

た際には、会計という共通のバックグラウン

ドがあるおかげで予想よりスムーズに会話

ができて安堵しました。この研修中、若手の

インド人の同僚と懇親会の場でドリアンを

食べながらおしゃべりをし、同年代の中華

系の同僚とは夕食をとりながら教育事情に

ついて話したのは楽しい思い出です。同じ

オフィスの中で異なる民族、宗教、生活様式

を持つ職員がうまく共存しているところに

豊かな多様性を感じました。

　2018年には調達購買の海外研修に参

加しました。参加者の出身国はマレーシア、

カンボジア、ミャンマー、インドネシア、イラ

クにネパール等多彩で研修は大変充実し

たものになりました。グループワークで各

チームがそれぞれ経験した調達の例を挙

げて設問に答えた際には、戦車、難民キャ

ンプの蚊除けの網付きテント、島を巡るス

ピードボートなどが例示され、日本で働い

ている身としては驚きの連続でした。

　監査の仕組みは特殊で、3カ国からなる

監査団が順に任命され各国連組織に派遣

され監査を行います。現在国連大学はチリ

のチームの監査を受けています。監査チー

ムは毎年2～3週間東京に滞在するので、

時にはトラブルに見舞われながらも監査

が終了する頃にはお互いに親しみが湧き、

一緒に記念写真を撮ることもあります。監

査の進め方も雰囲気も国とチームにより

大きく異なります。インドチームは依頼事項

が多く、監査部屋へ何度も足を運ぶうちカ

レー味のお菓子を勧められたことがありま

す。また、完璧主義のドイツチームの指摘

の数々に感嘆させられたり、おしゃれな女

性ばかりのチリチームと監査の合間に談笑

したりとそれぞれが得難い経験です。

―国際機関で働くにあたって大切なことは
何でしょうか？

　偏見なく、様々な国籍やバックグラウンド

の人たちを尊重し、一緒に働くことを楽し

めることが大切だと感じます。さらに、柔軟

性と視野の広さ、寛容さが必要です。色々

なタイプのスタッフがいて想定通りに事が

運ばないことや、社内の仕組みが日本の大

企業のように整備されていないことはよく

あります。仕組みや環境が完璧でないのは

当たり前なので、批判に時間を費やすので

はなく、どうすれば目的を達成できるのか、

全体最適を視野に入れながら現実的な方

策を考え提案し、実際に実行する力が求め

られると思います。更には、ほぼ全ての職

員の雇用形態が有期雇用で、実績を組織

に認めてもらうことによって契約を更新す

る仕組みなので、自分の働きが組織にとっ

て意義があると示す積極性も必要です。英

語が公用語なので、言うまでもなく語学力

は非常に重要です。また、国際機関は学歴

主義の傾向がありますが、必ずしも日本国

内で偏差値の高い大学が有利という訳で

はありません。マネジメントポジションに就

いて活躍するためには、修士以上の学歴が

あったほうが良いでしょう。

国際機関における国際機関における
会計士資格の有用性会計士資格の有用性

国際機関といえども資金を集め運用し、職

員を雇用し財やサービスを購入して支払

いをしているので、経理・人事・購買といっ

たバックオフィス業務は必要です。公費を

扱うため予算管理や内部統制は一段と厳

しくあるべきですが、無駄なコストや手間

を排除するための効率性も重要です。会

計士はそれらの問題解決に必要な素養と

経験を備えていると期待されます。私が応

募したポジションは会計士資格を応募要

件としており、監査法人や事業会社での勤

務経験も評価されました。

―国連大学はどのような活動をされている
のでしょうか？
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　国連大学は1973年の国連総会におい

て、研究、大学院レベルの研修及び知識の

普及に携わる学者・研究者の国際的共同体

として設立された研究機関です。研究テー

マは現在以下の3つを柱にしています。

•Peace and Governance

•Global Development

  and Inclusion

•Environment, Climate and Energy

研究結果は、主に学術出版物及び政策関

連出版物や一般公開イベントを通じて発

信されています。また、大学院学位プログ

ラムを含む専門的な研修も提供していま

す。本部は東京青山にあり本部職員のう

ち約半数が外国人です。また現在14カ国

に拠点があります。

―国連大学に勤務する前と後で、国際機関
で働くこと（イメージ）に何かギャップを
感じたことはありましたか？

　現職は日本、しかもバックオフィス勤務

ということで、さほどこれまでの経験とか

け離れてはいませんでした。勝手な思い

込みで硬直的で融通の利かない組織なの

ではないかと予想していましたが、実際は

そのようなことはなく、小規模であるため

か日頃から業務改善が推奨される柔軟な

組織です。それから管理職を含め職員に

ワーキングマザーが多いことが挙げられ

ます。特にマレーシアの経理部のオフィス

で働く職員のうちほとんどが既婚女性で

子どもがいる人が少なくありません。仕事

熱心ですが休みもきっちりとります。驚い

たことは2013年の入社当時、小切手が頻

繁に使われており、タイプライター、カーボ

ン紙が現役だったことです。さすがに今で

は使われていませんが。

―今後のビジョンをお聞かせいただけま
すか？

　子どもたちも社会人となり、自分自身の

キャリアも終盤に差し掛かってきました。価

値観に沿った生き方をして、少しでも社会

に貢献でき収入を得られれば幸せだろうと

思います。できれば定年後も働き続けたい

ので、そのための準備を始めたいです。世

界各国の街を巡りながら、それぞれの街で

短期間暮らすことにも憧れがあるので、健

康に気をつけて語学の勉強を続けていく

つもりです。

―ありがとうございました。最後に、公認会
計士を目指す学生にメッセージをお願い
します。

　会計士資格は幅広い分野で活かしうる

ものです。興味のある分野で、会計を足掛

かりに様々な可能性に挑戦していただき

たいです。そしてどの分野であれ、容易に

は代替がきかない日本の会計の専門家と

しての優位性を十分に活かすことの重要

性を伝えたいです。今後経理業務を含め

事務作業の多くが労働コストの比較的安

い地域に移管される流れが加速すると思

われるからです。しかし、長期的には世の

中がどう変化していくかは分かりません。

アンテナを張りながら、その時々に与えら

れたチャンスを活かして、精いっぱい働く

ことが次のステップにつながると思いま

す。私も自分のキャリアを振り返ってみて、

良かったことも辛かったことも含め全ての

経験が色々な形で今の仕事に役立ってい

ると言えます。

このインタビューは2020年5月、メール等を通じてまとめ

ました。
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子どもの頃から海外生活に憧れ、中学時

代の夏休みのホームステイが国際機関で

働くことの原体験になったという今井啓示

さん。外資系企業への就職から会計士資

格取得、外務省での監査業務を経て、現在

のUNICEFでの仕事に至った経緯や思い

について伺いました。

公認会計士を目指した公認会計士を目指した
きっかけきっかけ

―自己紹介と公認会計士を目指された
きっかけを教えてください。また、会計
士になってよかったと思う瞬間について
もお聞かせください。

　私は子どもの頃から星空が大好きで、受

験勉強などで疲れた時は、決まって自宅か

ら見える星空を眺めていました。その影響

もあって、子どもの頃の夢は研究者になる

ことで、宇宙の謎を解明したいと考えてい

ました。実際、大学では物理学を専攻した

ものの、あまりにも難しく、その道で生きて

いくのは無理だと早々に諦めてしまい、代

わりに文系学生と一緒にサークルに没頭

する生活を送っていました。就職活動の時

期が近づいてくると、理系学生は大学院進

学が当然という雰囲気の中、私は一般企

業への就職に向け就職活動をし、無事内

定をいただくことができました。それまで

は会計士がどんな仕事かも知らず、難関国

家資格という程度の知識しかありませんで

したが、入社までに日商簿記2級の取得を

勧められ、それをきっかけに会計の世界に

興味を持ちました。至って普通の学生生活

を満喫しており、目立った特徴や経験はあ

りませんでしたが、日本の大手企業ではな

く、当時まだ日本では名前も知れ渡ってい

ない外資系の一般企業に就職したことが、

少し違った選択をしたということになるか

もしれません。そこで本社から駐在で来て

いる外国人と一緒に働く中で垣間見られ

た彼ら・彼女らの仕事に対する情熱やビジ

ネスセンスに自分の無力さを痛感したこ

とは、今でも覚えています。それが国際的

な環境で仕事をすることの最初の一歩と

なりました。

　外資系企業に入社した時点で、将来は

転職を繰り返しながら自分のキャリアを

作っていくのだろうと考えていたものの、

いざ入社してみると「これが自分の強み」

と言えるものがなく、時間だけが過ぎてい

くことに相当不安を感じていました。学生

の頃とは違い社会に出るとテストなどは

存在せず、自分以外の誰かの役に立って

初めて周囲から認められるという環境の

ギャップにも悩み、そこで改めて「自分はど

ういった分野でどんな強みを武器に今後

キャリア形成をしたいのか」と真剣に悩み

ました。結果「何かしら資格を保有してい

ることで専門知識・貢献の場が増え、かつ

強みを客観的に証明できる」という考えに

至り、簿記2級に合格後も1級を目指して

勉強を続けていたことや理系ならではの

論理的思考、数字に強いこと、組織経営に

も関心があったことから、最終的に会計士

資格を目指そうと決心しました。

　これらの点は現在も活かされており、組

織経営全体に係る点では、全体を俯瞰して

みた時に問題点を重要性に応じて組織を

マクロ的にもミクロ的にも議論できる点

は、一般企業での業務との対比で、監査人

としてのやりがいに繋がっており、また、今

後のキャリアを考える上で様々な選択肢を

与えてくれています。数字に対する強みは、

現在UNICEFの内部監査室では監査業務

にデータ分析の要素をより深く浸透させた

り、業務の効率化や自動化を加速させるこ

とに役立っています。自身も数名の主要プ

ロジェクトメンバーの1人として深く関与し

ており、同僚の中でも“データ分析に強い監

査人”として認識されていると思います。会

計士、特に監査業務に携わる人間として、

日々の業務はクライアントへの付加価値提

供が大前提ですが、多くの監査人が経験す

るように、クライアントとの意見の対立等で

 Interview  |  Keishi Imai

国際機関は
世界の縮図のような存在。
人道支援の最前線を
まさに肌で感じています。
UNICEF（国際連合児童基金） ニューヨーク本部

今井 啓示 Keishi IMAI
外資系一般事業会社勤務を経て、2010年にあらた監査法人（現 PwCあらた有限責任監査法人）に入所。テクノロジー業界を中心に、国内外
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て世界中の日本の在外公館に対する査察業務及び本省での監察業務に従事。任期満了後オーストラリアに留学し修士号を取得。ほぼ同時期に
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仕事が思うように進まないことの方が一般

的で苦労することも多いです。それでも、振

り返ってみると、あの時監査人として言う

べきことを言って良かった、クライアントと

の共通の落とし所を見つけ結果として組織

に、ひいては世界中の子ども達の笑顔に貢

献できて良かったと思える瞬間は、毎日の

苦労を帳消しにし、監査人としての仕事に

やりがいを感じることが出来ます。また、こ

の醍醐味を味わえるのは、公認会計士にの

み与えられた特権だとも思っています。

―監査法人に入所されてからのお仕事に
ついてお話いただけますか。

　2010年に現在のPwCあらた有限責任

監査法人に入所しました。大学で物理学を

勉強し、新卒で入社した会社で半導体関

連に携わったことから、特にテクノロジー

業界に関心が深かったので、その業界の

クライアントを担当する監査部門を希望

し、その通り配属していただきました。合

計で5年超PwCに在籍しましたが、規模も

大小様々、かつ種類も国内・外資系企業と

本当に多くのクライアントの監査業務を

経験できました。監査の計画から実行・完

了まで、決められた一連の監査手続を体

得すると共に、監査人の心構えや監査品

質の追求、チームマネジメントといった、

監査人として備えるべき全ての要素を叩

き込むことができたと思います。お世辞を

抜きに、ここで身に着けた監査人としての

基礎は現在も仕事の隅々で活かされてお

り、UNICEFに入って初めての国事務所監

査で調書レビューの際、上司から “He is a 

real professional” と言っていただけた

ことは、日本で身に着けた監査に対する知

識や経験が世界でも十分に通用すること

を証明していると自信を持って言えます。

　正直、監査法人に在籍していた頃は

仕事量や期日遵守、様々なレベル・立場

の方々による日々のレビュー等でプレッ

シャーに押し潰されそうでしたが、結果と

してその経験が今の自信に繋がっており、

大変厳格なパートナーやインチャージの

方から「監査品質には一切妥協をしない」

という姿勢を学べたことは、監査人として

の修行だったと思っています。決算数値の

妥当性をクライアントのビジネスと絡めて

納得するまで追い求めていく姿勢こそが 

“データ分析に強い監査人” としての道を

拓いてくれたのだと思います。

―海外を目指されたきっかけを教えてくだ
さい。

　子どもの頃からのいろいろな要素や経

験が積もって「海外で働いてみたい」と思う

ようになりました。その1つが小さい頃から

通っていた地元の英会話教室です。ここで

英語の発音や大勢の前でスピーチをする

といった訓練をしたことで英語に自信がつ

き、「いつか海外で生活してみたい、働いて

みたい」と思うようになりました。また、中

学1年生の夏休みにアメリカでホームステ

イした時、バスでメキシコに行ったのです

が、国境を越えた途端にいわゆるストリー

ト・チルドレンに遭遇し、1人の子どもにお

金をあげようとしたら、他の子ども達も同

様にお金を頂戴と懇願してきたことがあり

ました。その光景は、今でも鮮明に記憶に

残っていて、貧困問題について考えるきっ

かけにもなり、現在のUNICEFでの仕事に

も文脈としてつながっている気がします。

　国際機関を目指す決定的なきっかけと

なったのは、外務省での監査業務です。外

務省で最初に査察に訪れた国が世界最貧

国の1つと言っても過言ではない、マラウ

イというアフリカの国でした。マラウイに対

して往査前は貧困や犯罪といったネガティ

ブなイメージを持っており、現地に降り立っ

た際の印象は、テレビで見るような一面広

大な平地が続き、お世辞にも綺麗とは言え

ない家々が並ぶ典型的なアフリカの国、と

いったものでした。しかし、現地で出会った

方々のたくさんの笑顔や毎日を活き活きと

暮らしていることを肌で感じることで、自分

が仕事であれこれ悩んでいるのが馬鹿らし

く思うようなことさえありました。その一例

が、滞在中、日本で不用となった靴を現地

の子ども達に寄贈するというプロジェクト

で、その靴を履いた子ども達と5kmのfun 

runを行うイベントです。これは現地で靴を

履く文化・習慣がない人々に対し、足裏を

通して感染し、最悪の場合死に至る感染症

を防ぐ目的で行われたものですが、走りな

がら靴で大はしゃぎしている子ども達だけ

でなく、見ている大人達も興味津々で終始

笑顔に包まれたイベントとなりました。この

ような今まで日本で経験することができな

かった世界の実情を、まさに肌で感じるこ

とができた体験がもととなり、海外、特に国

際機関で働いてみたいと、強く思うように

なりました。
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―実際に海外に行かれて大変だったこと
とその内容を教えてください。

　当初、仕事の進め方には戸惑いました。

日本の現場では、チームで問題点や疑問

点などをすぐに共有し解決に向け全体で

アクションを起こしていくイメージですが、

アメリカでは個人の裁量に大きく委ねられ

ています。チームで共有というよりは自身

で事前に報告事項にするか否か、する場

合はどういった文面で報告するかなどを

論理的に組み立てた上でドラフト文書を

作成し始め、本格的なチーム全体でのディ

スカッションは、個々人の報告事項を合体

させるタイミングで行われます。もちろん、

最低限のアップデートは随時チーム内で

行われますが、日本より希薄です。

　これは、海外での就職、とりわけ国際機

関での仕事は、事前に仕事内容が定まって

いる特定のポジションに応募し、オファー

をもらうという慣習に起因すると考えられ

ます。採用される人は、その道のプロフェッ

ショナルとして組織に貢献していくことが

前提となるので、私のように初めての国連

勤務と言えども、1人の独立した専門家と

して見られ、知らないから、遅れているから

と言って誰かが助けてくれる訳ではないの

で、分からないところは自主的に解決し、

決められた仕事内容を確実にこなしてい

くことが求められます。一見するとシビア

な世界のようにも見えますが、私としては

監査人としての専門性を追及するという意

味で、健全な仕事環境だと感じています。

昨今の国際機関では、予算削減により自分

のポジションがある日突然無くなるなどさ

まざまな状況が起こります。だからこそ、ど

のような状況下でも人的ネットワークを大

事にしながら、常日頃から自分の専門性を

磨き、組織に求められる人材になることが

必要だと思います。その意味で「差別化」

という観点は重要で、監査という軸を確固

たるものにすると同時に、私の例で言えば 

“Data Analytics and Technology” と

いった差別化要素と言える枝を幾つも身

に着けていくことが大切です。唯一無二の

存在として組織内での立場を確立するた

めに、常に自分自身をアップデートしてい

かなければいけないので大変ですが、海外

で挑戦することのダイナミズムだと感じて

います。

―海外に行かれる前に準備しておけばよ
かったことや後悔したことはあります
か。あれば、その内容を教えてください。

　現在の状況下で必要性を感じるもの

があれば今からでも行動することをお勧

めします。強いて例を挙げるなら、世界史

を勉強しておけば良かったと思っていま

す。高校・大学と理系の道を進んできたの

で学校教育で世界史を勉強したことがな

かったため、日本で定番となっている世界

史の書籍を取り寄せ、現在も思い出して

は仕事に関連する部分を読み、インター

ネットで知識の習得に努めています。ま

た、現在世界中で論争となっていることや

宗教観の違い、国と国の力関係などは歴

史を紐解くことで根本的な部分の理解が

進みます。地域間の紛争の原因に対して

UNICEFがどうアプローチして子ども達を

支援しているのかという活動の背景を知

ることができるので、この業界では監査で

あっても必要な知識だと思います。国際機

関を目指す方に対して世界史を勉強して

備えておくべきだと主張する気はありませ

んが、一般教養として世界中の料理やス

ポーツ、文化など、広く教養を持っておくと

普段の会話でもコミュニケーションが取り

やすくなるので助けになると思います。

―英語力の不安が要因となり、海外に行く
ことを躊躇される会計士の方もいらっ
しゃいますが、海外赴任前の英語力につ
いてお聞かせいただけますか。また、英語
の勉強方法についてもお話しください。

　正直、現在も英語力という意味ではネイ

ティブとは程遠く、むしろ国連職員を名乗

るのが恥ずかしくなるレベルだと自分では

思っています。知識に乏しいトピックでは飛

び交う単語すらわからず、発言が求められ

る際は言葉に詰まることも多くあります。

そのため、どのように勉強すれば万全とい

うことは言えませんが、私が意識してやっ

ていたのは、仕事と絡めて語学を学ぶとい

うことです。PwCに在籍時は、1年目から

外国人スタッフがいるチームに配属され

たため、退所するまで彼らとディスカッショ

ンしながら監査を行ったほか、SEC登録企

業の担当Teamメンバーに志願し、比較的

英語を使って監査をする機会を得ていまし

た。大学院留学時にはPwCでご縁のあっ

た先輩からのご紹介で期末監査の2か月

弱、PwCメルボルンで働く経験を積むこと

もできました。自ら積極的に手を挙げるこ

とで比較的英語を使って監査をする機会

を得ることができたと思います。また、特に

有益だったと思うのは、米国公認会計士資

格の取得です。この資格を取得する過程で

財務・管理会計や税務・法律・ITなど幅広

い分野での英文知識や表現、そして単語を

ビジネスという観点で知ることができまし

た。こういった知識や業務経験が現在英語

を使って仕事する上で基礎になっているこ

とは間違いありません。

　UNICEFではいろいろな英語レベルの

方が働いています。英語が日本で言うとこ

ろの “上手” であるに越したことはありま

せんが、どのような局面においても共通し

て言えるのは、いかにネイティブのように

話すかではなく、何を話すか、議論が実り

あるものになるためにどう貢献（input）す

るかが最重要視される、ということです。こ

れは、日本でも意識して生活することで磨

きをかけられると思いますし、海外でのコ

ミュニケーションで役に立ちます。英語に

限った話ではなく日本語であったとしても

堂々とロジカルに、そして時に情やユーモ

アも交えながら発言する意気込みが重要

です。こうしたマインドセットを大前提とし

て、拙い発音やゆっくりしたスピードの英

語でも徐々に磨いていくことで、海外で十

分に対応できると思います。

―UNICEFでは、どのようなお仕事をされ
ていますか。

　UNICEFは子どもを対象として世界中で

「プログラム」と呼ばれる活動を実施して

おり、私は現在、内部監査人として働いて

います。このポジションでは、世界中に存

在するUNICEFの国事務所に対する内部
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監査の実施が主として求められ、それ以外

に本部が対象の、または組織横断型のア

ドバイザリー業務のサポートもあります。

これまでマレーシアやレバノン、ナイジェリ

ア、中央アフリカ、南スーダンといった国事

務所の内部監査に従事してきました。その

中でも、各国で実施されているプログラム

のインプットとして重要なパートナー組織

に対する資金供与や調達業務を中心に、

その他にもドナーへの報告プロセスや国

事務所の財務・人事・リスク・セキュリティ

管理といったプロセスへの内部監査業務

を実施しています。監査法人時代の外部に

よる会計監査と比較すると類似点はあり

ますが、決定的な違いとして、内部監査は

業務監査に重点を置いているという点が

あります。これは既存の業務プロセスに対

して改善策をクライアントと合意し、実際

にそれが導入されるところまで追求する

という点で、クライアントから独立した立

場でプロセスに対して付加価値の追求が

期待されていることを意味しています。実

例として、ウォークスルーを実施し、いわゆ

る内部統制3点セットをクライアントと共

に作成した上で、統制テストや実証手続を

通して発見した不備について単にそれを

指摘するだけでなく、発生した根本原因を

深く聞き取り調査し、担当者間でのコミュ

ニケーションの問題や担当者が複雑なマ

ニュアル作業を行っているといった要因を

識別しました。そのケースでは根本原因に

起因して考えられるリスクの重要性をクラ

イアントと共有し、リスク軽減措置の導入

までをモニターすることとなりました。

―国際機関で働く面白さややりがいにつ
いて教えてください。

　一緒に働く同僚と、業務内容です。内部

監査を担当する同僚が現在20名弱在籍

しているのですが、国籍やバックグラウン

ドという点でいろいろな方と一緒に働くこ

とができます。日本にいた頃では想像すら

できなかったルワンダやウガンダ、ザンビ

ア、コートジボワール、ガーナといったアフ

リカ出身の人もいれば、欧州、北米、オー

ストラリア、インド、フィリピン等、世界中の

人材が1つのオフィスに集まっています。

そのおかげで各国・地域の雰囲気やトピッ

クを伺い知ることができ、「世界をギュッと

縮めたような空間」が体験できます。毎日

が本当に新鮮で同僚が持っている知識や

経験も様々なバックグラウンドに由来して

いて興味深いです。例えばPKO、WFPや

UNHCRといった類似の国連人道支援機

関、国際NGO組織といったパブリックセク

ターを主として経験してきた同僚もいれ

ば、一般事業会社のCFOや金融機関など

のプライベートセクター出身の同僚も混

在しています。各々が独自の視点を持ち合

わせ一緒になって監査を成功に導く過程

は、まさにダイナミズムそのものです。

　そして、やはり何と言っても人道支援の

最前線を肌で感じながら仕事ができる点

は最大のやりがいです。実際に往査する場

所として、例えばエボラ出血熱の対応にあ

たっているコンゴ民主共和国や武装勢力

が現在進行形で活動しているナイジェリア

北東部等がありますが、実際に足を運ぶこ

とで最前線で活躍しているUNICEFスタッ

フや笑顔で頑張っている子ども達を見る

と、直接的ではないにしろ自身の仕事が

過酷な場所で生活している彼ら・彼女らの

ためになっているということに本当にやり

がいを感じます。私が実際、現地視察とし

て訪れた場所にシリアとの国境付近に位

置するレバノンのバールベックという場所

があります。そこは2011年から始まった

シリア内戦により難民として逃れる形で生

活をしている子ども達が多くいる場所で

もあります。そこでUNICEFから自立支援

のサポートを受けている子ども達と直接

話す機会がありましたが、難民という言葉

とは裏腹に、日本の子ども達と同様に好き

なサッカー選手の話をする男の子やアジ

ア人を初めて見たのかスマホで一緒に写

真を撮ってと話しかけてくる女の子もいた

ことが今でも記憶に残っています。

　ニュースだけでは伺い知ることのできな

い実際の現場や逆境下でも笑顔で喜ぶ子

ども達の姿を仕事を通じて見られる醍醐味

は、国際機関で働く者の冥利に尽きます。

―国際機関で働くにあたり、公認会計士の
資格があることの有用性はありますか。

　国際機関では、典型的な日系企業とは

異なりポジションごとに個別に内定が出ま

す。会計士に関連して言うと、比較的親和

性があるのは監査法人で監査を経験して

きた方だと、AccountantやAuditorもし

くはFinance/Budget Offi  cerなどのポ

ジションだと思います。そうした求人では、

応募条件としてCPAやCAの資格を保有し

ていることが前提となっているものが大半

です。それは日本の会計士資格であっても

何ら問題はないので、資格を持つこと自体

が国際機関でのキャリア形成にとって有用

であることは間違いありません。

　また、国際機関での求人は、過去の職歴

にも細かい指定がされています。Auditor

を例として挙げると、「最低XX年以上の

Auditの経験、特にBig4での経験を優遇

する」といった文面が目立ちます。日本で

監査法人での職務経験を積むには、日本

の公認会計士試験で論文式試験まで合格

することが一般的に求められるので、会計

士資格の取得がなければ監査法人での職

務経験が得られず、必然的に国際機関で

の求人要件を満たさないことが想定され

ます。そのため、公認会計士の資格は最低

条件とも言えます。世界的に認知された資

 Interview  |  Keishi Imai

4Vision for the future.

 Interview  |  Keishi Imai

09 Vision for the future. 6



格という点で、公認会計士資格は客観的

に候補者の能力を証明できるため、内定

の可能性を上げるに足る十分な根拠にな

ると思います。

―今後のビジョンについてお聞かせください。

　現在も悩みは尽きませんが、若い頃、と

りわけ20代は自分のキャリアについて悩

むことが本当に多かったです。どの道に

進むことが正解という絶対的な解はない

との信条の下、その都度悩みながら、自分

が決めた道で頑張ってきました。最初から

国際機関を目指していた訳ではなく、そ

の時々でいろいろな人達に感化され、公

私共に様々な経験を積む中で、人道支援

が求められるような人達に貢献したいと

考えるようになり現在の仕事を通じて夢

を実現しています。自分の希望やビジョン

は、置かれた状況下で刻一刻と変わって

いくものなので、あくまで現時点について

話せば、将来は人道支援や開発の現場に

より近いところで監査という仕事を通し

て支援が求められる人々に貢献したいと

思っています。それを大きな方向性とし、

さらに求められる専門性を高めるという

視点で、再度Big4などのプロフェッショナ

ルファームや広い意味でプライベートセ

クターに戻ることも選択肢の1つとして捉

えています。国際機関は前述の通り専門

家集団であるものの、最先端の監査手法

やその周辺知識・経験がプロフェッショナ

ルファームから生まれていると現在感じて

います。例えば前述の “Data Analytics 

and Technology”という部分に関して言

えば、監査の文脈で議論する上で、Big4は

1つの組織では得られない程の知識と経

験を持っており、その他の領域においても

監査という視点で話をする上では圧倒的

な差があります。士業としての宿命とは思

いますが、どのような道を経由したとして

も、専門性の追求は終わりがないので、そ

れも選択肢の1つかな、と考えています。

　考えや希望は変わっていくので大きな

視点を持ちつつも、目の前の仕事や毎日

の小さなことに全力を注いでいくことで

次のステップや今やるべきことが見えてく

るものだと思っています。

―ありがとうございました。最後に、若手
公認会計士あるいは公認会計士を目指
す学生にメッセージをお願いします。

　インタビューをお読みになる方の中に

は、私のキャリアが、一見すごく綺麗かつ

最短距離であるように感じる方もいらっ

しゃるかもしれませんが、実際は紆余曲

折、失敗の連続であり、悔しい思いも何度

も経験してきました。それでもめげずに自

分の実現したい夢や希望のために、毎日

少しずつ小さな努力を積み重ねて来たこ

とが、今に繋がっていると信じています。私

も大多数の会計士受験生と同様、無職で

資格の学校に通いながら公認会計士資格

を取得し、大手監査法人に就職した通り、

至って典型的な道からキャリアが始まって

います。約10年前に初めて公認会計士と

してのキャリアを日本で始めた当時、現在

UNICEFで自分のチャレンジしてみたいと

思うことができている現実は、想像すらし

たことがありませんでした。自分がやって

みたい、成し遂げたいと本気で思うことに

出会った時、周囲の人が揶揄しようが反対

しようが、目標に向かって“実際に行動に

移す”ことが、ここまで来られたことの原点

だと思っています。

　今まで仕事面や私生活において大小

様々な課題に直面しましたが、その時々

で、目標を立て、それに向かって周囲、特に

家族の同意やサポートを得て、実際に小

さな努力を毎日積み重ねてきたことが現

在の環境を与えてくれたものと確信して

います。

　やるからにはやり切ったと思えるだけの

努力が必要となるので、一念発起して会計

士を目指す、または会計士というキャリア

を今後の武器にするのであれば、自分が何

に対して関心を持ち、どういった道で活躍

したいのかを考え、そして何よりそれに向

かって “実際に行動に移す”、壁にぶつかっ

ても根気強く前に進むということが、抽象

的ではありますが自身を成長させるための

重要なポイントだと思います。若いからこ

そできることや許されることはたくさんあ

ります。是非その特権を利用して、毎日を意

欲的に過ごしてください。皆さまのご活躍

を本当に期待していますし、どこかでお話

しできることを楽しみにしています。

このインタビューは2020年９月、メール等を通じてまとめ

ました。
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幅広い活躍のチャンスを求めて、公認会

計士に。そして、社会に貢献できる仕事を

追って、JICA職員に。途上国の発展に貢献

し、現地の人たちに寄り添う、吉田進一郎

さんに、公認会計士だからこそできる国際

協力について伺いました。

公認会計士を目指すきっかけと公認会計士を目指すきっかけと
監査法人時代監査法人時代

―自己紹介と公認会計士を目指したきっ
かけをお話しいただけますか。

　私は2003年に早稲田大学政治経済学

部の経済学科を卒業し、その年の10月に

公認会計士二次試験に合格しました。学生

時代に「手に職をつけて、プロフェッショナ

ルとして仕事をしたい」と考えていて、経済

学部にいたということもあり、幅広い活躍

のチャンスがあるであろう公認会計士を目

指した、というのがきっかけです。想像以上

に受験勉強が大変で辛かったですが、無事

に合格することができました。そして中央

青山監査法人に入所し、幅広い業界の監

査業務を担当しました。2007年に太陽有

限責任監査法人に移籍したのですが、ここ

では1年ほど主査をやり、8カ月ほどの語学

留学を挟んでJICAに転職し、今に至ります。

―監査法人時代の仕事内容と、経験して
良かったことを教えていただけますか？

　監査法人時代は、製造業や運送業、ウエ

ディングや外資系など、幅広いクライアン

トの監査を担当させていただきました。太

陽監査法人では主査業務も経験しました。

中には非常にリスクの高いクライアントも

担当し、当時は本当に大変でしたが、今と

なってはいい思い出で、貴重な経験をした

と感じています。会計士として監査法人で

働いて何より良かったのは、同僚に恵まれ

たことです。それはもう、会計や監査のプ

ロとして高い専門性を持っている人ばかり

で、困難な状況でも動揺せず即断即決でき

る人であったり、クライアントと厚い信頼関

係を築いている人だったり、そういった尊

敬できる人が多々いる中で、彼ら・彼女ら

の背中を見ながら仕事ができたというの

は大変貴重だったとあらためて思います。

「会計士としての知見を生かして欲しい」

ということで今の仕事に就けたと思ってい

ますので、監査法人の経験があったからこ

そ、その後の可能性を広げることができた

と感じています。

国際協力へのチャレンジ国際協力へのチャレンジ
JICAでの仕事JICAでの仕事

―国際協力分野に進むきっかけと、現在の
仕事内容について教えてください。

　自らの持っている専門性を活かして社

会に貢献できる仕事をしたいという思い

を常に抱いていました。そこで「自分に

何ができそうか」ということを考えた時

に、国際協力という分野で何かできること

があるのではないかと思い、そんな時に

JICAで中途採用を募集していたので、手

を挙げ入職しました。

　JICAでは、最初は財務部門で経理業務

に携わった後、貧困削減やジェンダーイ

シューに取り組む部署に配属になりまし

た。金融包摂といい、世界に10億人以上

いるフォーマルな金融サービスにアクセ

スできない人々にマイクロファイナンス等

を通じて金融サービスへのアクセスを拡

大しようという取組があり、これに関連す

る技術協力プロジェクトや調査、講師を担

当しました。また、ジェンダーという観点で

は、東南アジアにおける人身取引対策や

女性の経済的エンパワーメントのプロジェ
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クトに従事しました。その後は中国にて駐

在員として、3年ほど環境や農業、法整備

の案件等を担当しました。

　その後、JICAを休職し、イギリスのロンド

ン・スクール・オブ・エコノミクスの修士課

程でソーシャルビジネスやインパクト投資

を学び2019年に帰国し、今に至っていま

す。今の部署では海外投融資といい、途上

国の開発に資する民間企業に出資や融資

をするスキームに従事しています。この事

業の案件監理や、海外投融資というスキー

ム全体の収益性やリスクを計測するため

に、管理会計のとりまとめを行っています。

海外投融資の案件としては、プロジェクト

ファイナンスとしての再生可能エネルギー

事業や金融機関への融資、企業及びファン

ドに対する出資案件を担当しています。

―現在の業務内容について具体的に詳し
く教えてください。

　海外投融資という、途上国の貧困削減

やインフラ開発、環境や社会の課題解決

に貢献する活動を行っている民間企業に

出資や融資をするスキームにて、案件組成

後の監理をする業務に従事しています。具

体的には先ほど触れたことと重複します

が、プロジェクトファイナンスで行っている

モンゴルの風力発電事業や、ペルーの日

系社会を起源として設立された組合の金

融機関への融資案件、途上国のマイクロ

ファイナンス機関への出資を行っている企

業や、アフリカの人々にソーラーランタン

を提供する企業、世界の女性の金融アク

セスを拡大することを目的に活動している

ファンドへのリミテッドパートナーズとして

の出資案件等の案件監理を行っています。

融資案件ではお金が本当に返ってくるの

か、すなわち信用力が落ちていないか、特

にプロジェクファイナンスでは、元利金返

済分以上のキャッシュフローを十分に生

み出しているのかなどを日常的にモニタ

リングしています。出資案件ですと、株主と

して投資先の事業計画の達成状況確認や

議決権の行使、ファンド案件では当初計画

していたとおり投資案件が作られている

のか、IRR（内部収益率）等の財務パフォー

マンスが想定どおり表れているのかと

いったことを確認しています。また、JICA

として開発効果を目指して投融資を行っ

ているものなので、例えばマイクロファイ

ナンス関連案件だと女性への金融アクセ

スがちゃんと当初狙ったとおりに拡大して

いるのか、あるいは、マイクロファイナンス

の顧客がどのように日常的にお金のマネ

ジメントをしているのかや投資先が提供

する金融商品が顧客のニーズに合致して

いるのかを確認するための調査を行うな

ど、財務面以外の成果も見ています。日常

的には、どちらかというと財務面を見るこ

とが多いものの、開発機関として開発効果

の視点も踏まえながら案件の監理を行っ

ているというものです。

　一方で、海外投融資というスキーム全体

の管理会計も行っています。これは、組織

の経営層をはじめとする内部向けに、「海

外投融資全体のポートフォリオとしてどの

ような財務パフォーマンスを出しているの

か」を報告しています。どのような前提を

置いて会計処理をすることが現在の海外

投融資のオペレーションの実態を表して

いるのかといった検討をしながら管理会

計の数値を作り分析しています。

―ありがとうございます。今はコロナの影
響でなかなか海外に渡航することが難し
いかと思いますが、業務上、実際に海外
に渡航することやプロジェクト単位で駐
在するようなことはあるのでしょうか。

　JICA職員という立場だと、プロジェクト

単位で駐在することは基本的にはないで

す。他方、出張することはあります。例えば

案件内容を検討するための調査を行い、

案件内容について相手国政府と合意に向

けた協議をするといったことです。他にも、

案件で何か問題が生じた場合にその現場

を確認することや、案件の軌道修正をする

ために相手国政府や現地の最終受益者に

インタビューをすること、プロジェクトが予

定していた開発効果を出しているか評価

をするために現地に出張へ行くことがあ

ります。ただ、現在は基本的にリモートで

現地の方とコミュニケーションしており、

相手国政府や出融資先の人々とオンライ

ン会議やメールを通じてコミュニケーショ

ンすることが多いです。最近では、担当し

ている案件で或る国のセクター全体に関

わる問題があり、その国の他のドナー、例

えば世界銀行やアジア開発銀行、欧州復

興開発銀行などとオンライン会議をして

相手国の課題解決のためにはどのような

方策を取るのが良いかなどをディスカッ

ションしました。
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国際協力の仕事国際協力の仕事
苦労とやりがい苦労とやりがい

―業務で大変だったエピソードや、やりが
いなどについてお聞かせください。

　まず何より、JICAに入った当初は国際協

力の経験がなかったので本当に右も左も

分からず苦労をしました。監査は基本的に

会計基準や監査基準という拠り所になる

ガイドラインがあり、それらに照らして判

断するということになります。一方、国際協

力では、必ずしも明確な判断の拠り所が

ないことが多々あり、かつ予測もしていな

かったことにも遭遇します。判断の軸のよ

うなものが私にはまだ分からなかったの

で大変でした。

　やりがいに関しては、例えばホンジュラ

スの貧困層の金融アクセスの拡大を通じ

て生計向上を目指すプロジェクトの案件

形成のために、チームと共に現地へ出張

に行った時に感じたものが挙げられます。

出張という限られた期間中に相手国政府

と合意しないといけないため、相手国政

府や現地の貧困層の方々、マイクロファイ

ナンス機関等様々な関係機関にもインタ

ビューを行い、夜にその情報をまとめつ

つ相手国政府との合意文書のドラフトを

作成し、これが深夜にまで及ぶような日も

ありました。非常に苦労しましたが、やは

り『相手国の重要な課題解決に貢献でき

る』というところには、大きなやりがいを

感じます。ホンジュラスでは、政府から補

助金を受けている低所得層の方に、彼ら・

彼女らが毎日、毎週あるいは年間を通じ

てどのように収入を得て、どのような支出

を行っているのか、預金口座があるのか、

フォーマルな金融機関からの融資などの

金融サービスにアクセスできるのかなど

を実際にこの目で見て、聞いて、これに対

する解決策をチームや現地政府とも協議

し、その上でプロジェクトの内容を考えま

した。正に対面した人たちの状況を改善

するためにプロジェクトを行っているんだ

という、『誰のために行っている仕事か』を

実感できたからこそ、ハードワークもこな

せたと思っています。おそらく国際協力の

分野にいる多くの人が同様の思いを抱い

たことがあるだろうと思います。

　このプロジェクトは数年前に形成したも

のですが、最近近況を知りました。プロジェ

クト自体は対象地域が特定のエリアに絞

られていたのですが、対象地域でとても良

い成果が出て、「この取組は素晴らしい」

と、対象地域の外にもプロジェクトのアプ

ローチが広がっているそうです。それを聞

いた時はとても嬉しく感じました。

―国際協力に携わる仕事では高い語学力
が要求される印象ですが、語学面で何
か不自由を感じたこと、また勉強方法に
ついて教えてください。

　不自由に感じることは今でもあります。

8カ月ほど語学留学をし、イギリスの大学

院にも行ったものの、やはりネイティブス

ピーカーには敵いません。英語力は自分

自身でもまだまだと思っていて、今でも不

安はあり、英語での電話会議があると、構

えてしまいます。電話会議の前では発言内

容や、こう発言をしたらこのような返しが

来るかもしれないといったことを事前に

考えた上で臨むようにしています。母国語

ではないので、その場で臨機応変に反応

しなくてはいけない時に反応が遅くなっ

てしまうなど難しい面があります。そのた

め、今でも英語は毎日勉強しています。記

憶の忘却曲線に配慮した暗記アプリを通

勤中に使ってボキャブラリーを増やした

り、英語でのプレゼンをまとめたサイトを

毎週聴いて、聞き取れなかった部分を録

音して、覚えるまで繰り返して聴いたりし

ています。ネイティブと対等な語学力にな

ることはないだろうと思っていますが、だ

からといって諦めていい訳ではなく、事前

準備の徹底や、勉強する環境は本人の意

志次第で作れると思いますので、毎週1％

ずつでも上達する努力をすることが大事

だと考えています。

―次に、国際協力分野で働くにあたって大
事にしていることなどをお伺いできれば
と思います。

　これはいろいろな意見があると思います

が、私は自戒の念を込めて、想像力が大事

だなと思っています。特に途上国を相手に

する場合には予測不可能なことや避けら

れないことが起きることもあります。予測

不可能なことがないように、仮に起きたと

しても慌てず対処できるように、できるだけ
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想像の幅を広げ準備をすることが重要で

す。さらに、相手国政府・投融資先・日本人

の専門的知見を持った人材等多くの人々

とのスムーズなコーディネーションも重要

になります。相手の利害を踏まえ、どのよう

に伝えたら相手は納得するだろうか、トラ

ブルの種になり得るだろうかといったこと

にも配慮するようにしています。

　あとは精神論的にはなりますが、やはり

『最終受益者は誰か』という想像力も必要

かなと思っています。JICAでの事業の直接

的な協力相手は、相手国の政府機関や民

間企業となり、さらにコロナ禍で現場に行

けない現状では忘れがちになるのですが、

事業は現地の人々の課題解決に少しでも

貢献することを目指すものです。例えば、

私は東南アジアでの人身取引被害者の保

護・社会復帰を目指すプロジェクトを担当

した際に、タイやミャンマーでの人身取引

の被害者を保護しているシェルターを訪問

したことがあります。具体的な表現は控え

ますが、普段私が日常生活を送っている中

では目にすることのない厳しい状況に置か

れた若い人や子どももいました。また、ホ

ンジュラスでは、現地での仕事で私がプロ

ジェクトの構想を適切に描けず、当時の上

司から「お前がチンタラやっている時間が、

途上国の困っている人たち、貧困層のどれ

だけの人に貢献できる機会を奪うんだ」と

いった叱責を受けたこともありました。そ

の時のことは非常に印象に残っています。

普段の業務を行っていると最終的な受益

者の姿が見えづらくなります。さらに、人々

の抱えている課題は複雑で、担当プロジェ

クトだけで例えば対象地域の人々が貧困

から脱却できることは決してありません。そ

れでも、『自分が誰のため、何のために仕事

をしているのか』という視点は、忘れないよ

うにしたいです。

―ありがとうございます。なかなか予測不
可能な場面が多いかと思いますが、想
像力を広げてシナリオを描いたものの、
予想していたシナリオと違ったというこ
とはよくあるのでしょうか。

　たくさんあります。そのような時は、切り

替えて、どのように持ち直すか、その時で

きることを考えるしかないと思います。例

えば、ミャンマーではクーデターが起きま

したし、コロナの影響も然り。インドの医療

分野で進めようとしていた案件が、コロナ

禍で動きが取れなくなってしまったという

ところもあります。諦めればいいという意

味ではなく、限られた状況下で自分が何を

できるのかということを、周囲の人々や他

の機関などとも相談しつつ、コントロール

できる範囲でベストを尽くすということが

重要だと思います。

国際協力分野における国際協力分野における
公認会計士の価値公認会計士の価値

―国際協力分野における公認会計士の価
値などをあらためてお聞かせください。

　分野にもよるものの、やはり会計や財

務、監査の知見があるというのは強みに

なると思います。今携わっている海外投融

資は、投融資先の財務諸表を見て信用力

を判断したり、投資先と監査法人の関係

性について検討したり、あるいは管理会計

で実際のオペレーションを反映する収益

や費用の計上のあり方を検討したり、経験

が活かされているシーンは多いと思って

います。

　もっと概念的な話をすると、プロジェクト

で持続的な開発効果を出すためには、財

務面の持続性も確保することが重要にな

ります。例えば、先ほどのホンジュラスのプ

ロジェクトでは5年間にわたり日本から技

術協力を行うものでした。5年経って日本

からの支援が終わった後もそのプロジェク

トの効果を持続させるためには、財務持

続性という視点も必要になります。政府か

らの予算は手当できるのか、提携した現

地の民間企業がプロジェクト終了後も顧

客に継続的にサービスを提供できるよう

なビジネスモデルを確立したのかという

ことが重要となります。途上国の貧困層を

対象に金融サービスを提供するマイクロ

ファイナンスも同様で、ビジネスとして行

うものである以上、財務的な採算をとれる

ようにしなければいけない。例えばコスト

削減の方法として、支店を設けないでデジ

タルを駆使して金融サービスを届ける、資

金調達コスト等も踏まえ融資の金利を何

パーセントにするかを検討するといった視

点が必要になります。開発効果なり社会的

パフォーマンスと財務的パフォーマンスを

両立させるという観点でも、財務の専門性

は有用で、会計士としての知見は役に立つ

と思います。

―次に、吉田さんが考える「国際協力分野
に向く人、不向きな人」をお伺いできま
すか。また、国際協力分野の仕事に従事
する上で重要だなと思う点をお伺いで
きればと思います。

　軸としては先ほども申し上げたとおり

『最終受益者のことに意識を向ける』と

いうことが重要だと思います。あとは、困

難なことや不確実なことをある意味楽し

めるということも重要なのだろうと思いま

す。また、知らないことを学ぶ姿勢も大事

だと考えています。なぜなら、今まで全く触

れていない分野に携わることが頻繁にあ

るからです。私も、現在携わっている海外

投融資において、確かに財務や監査の経

験はあるものの、自分自身が投資家側の

立場に立ったことが今までありませんでし

た。出資者あるいは貸し手として相手とど

う付き合うのかなど、今まで全く経験がな

かったことにも貪欲に、新しいことでもゼ

ロから吸収していくということは大切だと

思います。

　また、自分自身がすべての分野の専門家

になることは不可能なので、コーディネー

ション能力も大事だと考えています。例え

ば、私が人身取引対策の専門家かという

と決してそうではなく、案件形成時には、

その分野の知見のある人の知恵を借りな

がら、プロジェクトの全体像を考えます。医

療のプロジェクトだと、医療分野の方から

の知見を活用したり、法令、法整備のプロ

ジェクトだと法律の専門家、環境だと自然

環境分野の専門家に協力いただき、専門

 Interview  |  Shinichiro Yoshida

4Vision for the future.

Interview  |  Shinichiro Yoshida 

14Vision for the future. 6



家の意見をまとめたりなど、コーディネー

ション能力も必要だろうと思います。

―今後のキャリアビジョンやこれから携
わっていきたいことをお聞かせください。

　先ほど触れたマイクロファイナンスや今

携わっている海外投融資、イギリスの大学

院留学でも学んだソーシャルビジネスやイ

ンパクト投資にも共通することとして、財

務面での採算を取りつつ、開発効果や社

会的パフォーマンスを出すことが、難しい

ものの、重要だし面白いと思っています。

私は公認会計士で、公認会計士としての

専門性は財務になるので、これを活かし

て『社会により良い効果を出していく』と

いうことに、今後も取り組んでいきたいと

思っています。

―最後に、公認会計士を目指す学生に向け
てメッセージをお願いします。

　公認会計士の知見は、監査に限らず多

くの分野で活用可能だと思います。監査に

ついても、現在の業務で投資家側の立場

に立ってみて、その重要性を非常に強く感

じています。投融資先の財務諸表を見る

際に、やはり未監査のものは『どこまで信

用したらいいのか』と不安を覚えます。投

資家側の立場から意思決定をする上で監

査意見の有無は重要な情報だと実感して

います。私が監査に携わっていた頃は、監

査の重要性を実感として感じられなかっ

た面も正直あるのですが、投資家側に

立った仕事をしてみて、監査意見の重要性

を再認識させられました。

　また、公認会計士の受験勉強はとても

大変だと思います。私は学生時代、公認会

計士試験の受験に備えて、「大学生として

もっと貴重な経験を積むべきではないの

か」と葛藤しながら朝から晩まで電卓をパ

チパチ叩いて勉強していました。ただ結果

としては「やっぱり、根を詰めて勉強して良

かったな」と思っています。試験に合格し

て公認会計士になれたからこそ、いろいろ

な可能性を切り拓くことができ、チャンス

を得ることができました。受験勉強は非常

に大変だと思いますが、ぜひ負けずに取り

組んで、頑張って欲しいなと思います！

このインタビューは2021年8月、リモートで取材をさせ

ていただきまとめました。
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日本で会計士としての実務経験を積んだ

後、憧れの地、ニューヨークへ。シビアなビ

ジネス環境の中、確かなキャリアを築いて

きた須能玲奈さんに、公認会計士の枠を

超え挑戦し続ける意味や面白さなどにつ

いて伺いました。

公認会計士を目指すきっかけと公認会計士を目指すきっかけと
キャリアのスタートキャリアのスタート

―公認会計士を目指したきっかけとどの
ようにキャリアをスタートされたかお話
しいただけますか？

　慶應義塾大学に入学して間もない頃に

たまたま参加したオリエンテーションで、

監査法人で働く会計士のお話を聞く機会

があり、その時に初めて公認会計士の資

格のことを知りました。女性でも多様な働

き方ができるということや、自分の意思で

キャリアの選択が可能であるということを

知り、とても興味を持ちました。そこで大学

2年生の夏から勉強を始め、大学卒業後の

2004年に試験に合格。その年の12月に

あずさ監査法人の国際部に入所しました。

　海外に興味があったので国際部を志望

し、希望の部署に配属されてすごく嬉し

かったことは今でもはっきりと覚えていま

す。当時のあずさ監査法人は設立2年目。

国際部は、新日本監査法人から分かれてで

きたKPMGを母体とする小さなグループ

で、アットホームな部署でした。そこで上場

日系企業の監査や会社法監査、外資系企

業のリファーラル業務（アメリカやヨーロッ

パで上場している会社で日本に子会社が

ある会社の会計監査やレビュー）に4年半

ほど携わりました。リファーラル業務は、規

模がさほど大きくない1、2週間で終わる

仕事でしたが、通常の日本企業の監査に

加えてそうした監査ができたのも、国際部

ならではの経験でした。当時は12月入社

だったため、入社後すぐに外資系企業の決

算の時期を迎えました。最初は、英語の試

算表がまったく分からず、日英対応の会計

辞書を使い、解読していました。また、現場

では試験で勉強したことがそのまま応用で

きるわけではなく、実務とのギャップを感じ

る日々でした。

　印象に残っているのはスタッフ1年目の

終わりの頃、上場会社の監査をしていた

時のことです。決算短信の発表前日に徹

夜し、次の日はお昼を食べるのも忘れて

無我夢中で仕事をしました。決算短信は

投資家向けに公表されるためたった一つ

のミスも許されないので、締切ギリギリま

でハラハラしましたが、今となっては良い

思い出です。

渡米に至る経緯と渡米に至る経緯と
ニューヨークへの想いニューヨークへの想い

―海外への興味、渡米のきっかけやニュー
ヨークへの想いについて教えてください。

　私は英語の語感や響きが好きで、小学

生の頃から英語のレッスンを受けたり、基

礎英語のラジオを聞いたりしていました。

中学生の頃には、英語が話せるようにな

れば世界中の人と交流することができ、

自分の世界観が広がるのではないかとお

ぼろげに感じていて、その頃から海外、特

にアメリカへの憧れは強かったです。大学

時代には、全世界に支部を持つアイセック

（AIESEC）という国際交流サークルに入

りました。そのサークルを通じて東京へ企

業研修に来ていたベネズエラ、カナダ、イ

ンドネシアなど多くの国の方々と週末に

出かけたり、イベントを開催したりして楽

しんでいました。

 Interview  |  Rena Suno

公認会計士の
バックグラウンドを力に。
日本とニューヨークを繋ぐ
私にしかできないこと。
日本・米国公認会計士 フリーランスとして活躍

須能 玲奈 Rena Suno
2004年公認会計士試験に合格し、あずさ監査法人の国際部に入所。製造業やサービス業を中心に、上場企業や欧米子会社の会計監査に従事。

大学時代から憧れていたニューヨークで働くという夢を追い求め、2009年夏に退職し、渡米。語学学校にて学んだ後、現地の日系子会社、BDO 

USA, LLPを経て、Ernst & Young, LLPの日系企業部門に5年半在籍。米国公認会計士の資格（ニューヨーク州）を取得し、日本の上場企業の在

米子会社や欧米企業の監査を行う。グリーンカード取得後、会計コンサルティング事業を行うConnor Group、日系企業の海外進出をサポートす

る日系ベンチャー企業の社長を経て独立。現在は金沢発のカレーチェーンであるGo Go Curryの経理・財務を統括する他、ニューヨーク最先端の

ビジネス等について日本のメディアへの記事の寄稿、会計に関する記事を中心に翻訳を行っている。著書に「ニューヨークで学んだ人生の拓き方：

帰国子女でない私が11年のNY生活と米国企業で学んだ国際人になるためのヒント」（アマゾン・キンドル版）。
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日本で会計士としての実務経験を積んだ

後、憧れの地、ニューヨークへ。シビアなビ

ジネス環境の中、確かなキャリアを築いて

きた須能玲奈さんに、公認会計士の枠を

超え挑戦し続ける意味や面白さなどにつ

いて伺いました。

公認会計士を目指すきっかけと公認会計士を目指すきっかけと
キャリアのスタートキャリアのスタート

―公認会計士を目指したきっかけとどの
ようにキャリアをスタートされたかお話
しいただけますか？

　慶應義塾大学に入学して間もない頃に

たまたま参加したオリエンテーションで、

監査法人で働く会計士のお話を聞く機会

があり、その時に初めて公認会計士の資

格のことを知りました。女性でも多様な働

き方ができるということや、自分の意思で

キャリアの選択が可能であるということを

知り、とても興味を持ちました。そこで大学

2年生の夏から勉強を始め、大学卒業後の

2004年に試験に合格。その年の12月に

あずさ監査法人の国際部に入所しました。

　海外に興味があったので国際部を志望

し、希望の部署に配属されてすごく嬉し

かったことは今でもはっきりと覚えていま

す。当時のあずさ監査法人は設立2年目。

国際部は、新日本監査法人から分かれてで

きたKPMGを母体とする小さなグループ

で、アットホームな部署でした。そこで上場

日系企業の監査や会社法監査、外資系企

業のリファーラル業務（アメリカやヨーロッ

パで上場している会社で日本に子会社が

ある会社の会計監査やレビュー）に4年半

ほど携わりました。リファーラル業務は、規

模がさほど大きくない1、2週間で終わる

仕事でしたが、通常の日本企業の監査に

加えてそうした監査ができたのも、国際部

ならではの経験でした。当時は12月入社

だったため、入社後すぐに外資系企業の決

算の時期を迎えました。最初は、英語の試

算表がまったく分からず、日英対応の会計

辞書を使い、解読していました。また、現場

では試験で勉強したことがそのまま応用で

きるわけではなく、実務とのギャップを感じ

る日々でした。

　印象に残っているのはスタッフ1年目の

終わりの頃、上場会社の監査をしていた

時のことです。決算短信の発表前日に徹

夜し、次の日はお昼を食べるのも忘れて

無我夢中で仕事をしました。決算短信は

投資家向けに公表されるためたった一つ

のミスも許されないので、締切ギリギリま

でハラハラしましたが、今となっては良い

思い出です。

渡米に至る経緯と渡米に至る経緯と
ニューヨークへの想いニューヨークへの想い

―海外への興味、渡米のきっかけやニュー
ヨークへの想いについて教えてください。

　私は英語の語感や響きが好きで、小学

生の頃から英語のレッスンを受けたり、基

礎英語のラジオを聞いたりしていました。

中学生の頃には、英語が話せるようにな

れば世界中の人と交流することができ、

自分の世界観が広がるのではないかとお

ぼろげに感じていて、その頃から海外、特

にアメリカへの憧れは強かったです。大学

時代には、全世界に支部を持つアイセック

（AIESEC）という国際交流サークルに入

りました。そのサークルを通じて東京へ企

業研修に来ていたベネズエラ、カナダ、イ

ンドネシアなど多くの国の方々と週末に

出かけたり、イベントを開催したりして楽

しんでいました。

 Interview  |  Rena Suno

公認会計士の
バックグラウンドを力に。
日本とニューヨークを繋ぐ
私にしかできないこと。
日本・米国公認会計士 フリーランスとして活躍

須能 玲奈 Rena Suno
2004年公認会計士試験に合格し、あずさ監査法人の国際部に入所。製造業やサービス業を中心に、上場企業や欧米子会社の会計監査に従事。

大学時代から憧れていたニューヨークで働くという夢を追い求め、2009年夏に退職し、渡米。語学学校にて学んだ後、現地の日系子会社、BDO 

USA, LLPを経て、Ernst & Young, LLPの日系企業部門に5年半在籍。米国公認会計士の資格（ニューヨーク州）を取得し、日本の上場企業の在

米子会社や欧米企業の監査を行う。グリーンカード取得後、会計コンサルティング事業を行うConnor Group、日系企業の海外進出をサポートす

る日系ベンチャー企業の社長を経て独立。現在は金沢発のカレーチェーンであるGo Go Curryの経理・財務を統括する他、ニューヨーク最先端の

ビジネス等について日本のメディアへの記事の寄稿、会計に関する記事を中心に翻訳を行っている。著書に「ニューヨークで学んだ人生の拓き方：

帰国子女でない私が11年のNY生活と米国企業で学んだ国際人になるためのヒント」（アマゾン・キンドル版）。
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　ニューヨークとの出会いは大学1年生

の時のことです。友人と弾丸旅行でニュー

ヨークに遊びに行った時に、多様な民族

が生き生きと暮らすニューヨークの街に

大きな衝撃を受けると同時に、直感で「こ

の街は私に合っているのではないか」と感

じました。ニューヨークには世界中から夢

を追い求めてやって来る人たちが後を絶

たず、方言も入れると数えきれない種類

の言葉が飛び交い、皆自国の文化や伝統

を守りながら暮らしています。そこにいる

だけで世界中を旅行しているような気分

になれるのは、世界中を見渡してもニュー

ヨークだけだと私は思います。旅行が好き

なので、ニューヨークに移る前に世界中の

様々な都市を訪ねましたが、日本以外で

住みたいと思ったのはニューヨークだけ

でした。そして、最後の修了試験が終わっ

た30歳になる目前、将来のことを真剣に

考えた時に「渡米するなら今しかない」と

思い、2009年の夏に会社を辞め、ニュー

ヨークに渡りました。今でも多くの人に驚

かれますが、無職での語学学校生からの

スタートでした。私は長期間ニューヨーク

で生活したかったので、会社のシニア派遣

制度などは考えませんでした。4年制の大

学や2年制の大学院を卒業すると、OPTと

いうビザがもらえるため、一般的にはOPT

を使って就職してから就労ビザを取る、と

いう流れなのですが、私の場合は会計士と

して日本で4年半の社会人経験があった

ので、学生ビザで渡米し、語学学校に行き

ながら仕事を探す、という方法になりまし

た。ちょうどリーマンショックの直後で、リ

ストラもあるような状況でしたので、タイ

ミング的にはあまり良くなかったかもしれ

ません。良い仲間たちに恵まれたあずさ

監査法人は素晴らしい職場環境でしたが、

「先は分からないけれど自分が本当にや

りたいことをしてみよう」という気持ちが

強くなったことが、渡米の大きなきっかけ

になりました。

―渡米してからはどのようなキャリアを積
まれたのでしょうか？

　最初の1年間は現地の語学学校に通って

いました。自分が好きなニューヨークの街

に住んでいるだけで幸せでしたが、無職だ

という不安は常にどこかにありました。そ

のため、早く仕事に就けるように今できる

ことに取り組もうと、毎日必死に英語を勉

強しました。貯金が底をつく前にビザが取

れなかったら日本へ帰国しなければいけ

ない状況で、リスクと隣り合わせ。日本での

4年半の会計監査の経験があればニュー

ヨークで就職できるのではないかという想

いを強く持って就職活動を続けました。そ

して、渡米から１年後、日本の上場会社の

ニューヨークの子会社で経理と総務を担当

させていただくことになりました。前述し

たように、アメリカではOPTを持っていな

い人を会社が雇うことはめったにありませ

ん。会社側からすると私がどのような人か

分からないまま就労ビザのサポートをしな

ければいけないため、リスクもあったと思

います。それでも雇ってくださった最初の

会社には本当に感謝しています。

　しかし、その会社で経理の仕事をするう

ちに、監査人としてアメリカの監査現場を

見てみたいという気持ちや、米系企業でア

メリカ人と肩を並べて仕事をしてみたい、

という渡米時に抱いていた気持ちが蘇っ

てきました。日本で働いていた時から、アメ

リカのBig4で監査の現場を経験したいと

思っていて、それはグリーンカードを取得

することと合わせて渡米時の大きな目標

でした。ちょうどその時、BDO USA, LLP

のニューヨーク事務所が、日本のクライア

ントを増やすために日本人会計士を探し

ていてご縁をいただきました。部署には日

本人が誰もおらず、まだ英語もおぼつか

ず、毎日が仕事よりも英語の勉強、という

ような状況でしたが、アメリカ人の仕事の

スタイルやビジネスの現場での振る舞い

方などを間近で見ることができたのは、今

でも私がアメリカ人と仕事をする際の基

盤になっています。その後、監査人として

Big4での経験を積みたいと思い、Ernst & 

Youngの日系企業部門に転職し、5年半、

日系子会社や欧米の会社の監査に従事し

ました。また、会社のサポートで渡米時の

最大の目標であったグリーンカードを取得

することができました。

　大好きなニューヨークで一般企業と監

査法人での仕事を経験し、渡米時の目標

でもあったBig4での監査経験を積むとい

う目標も達成できた時、日本人の私にしか

できない日米をつなぐ仕事をライフワー

クにすることを決めました。アメリカのコン

サルティング会社を経て、日本の地方創生

をテーマに日本独自の様々な商品や、職

人さんの伝統工芸品をニューヨークでテス

トマーケティングとして扱うセレクトショッ

プの経営を友人に頼まれたことをきっか

けに、雇われ社長の形で店舗経営や日本

の伝統文化を紹介する数々のイベントを
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企画から実行まで指揮監督しました。コロ

ナ禍での諸事情もあり、2020年の夏から

フリーランスになり、Go Go Curryという

金沢発のカレーチェーンの米国展開を行

なっている会社の経理と財務全般を統括

する仕事を中心に、ライターとしてニュー

ヨークのビジネスや文化などについての

記事を日本のメディアに寄稿しています。

公認会計士としての矜持と公認会計士としての矜持と
キャリアに与えた影響キャリアに与えた影響

―実際に公認会計士になって良かったと
思う瞬間などエピソードを添えて教えて
ください。

　公認会計士になって良かったと常々

思うのは、帰国子女でない私が大好きな

ニューヨークに渡り、グリーンカードを取

得して働く、という夢を叶えることができ

たことです。異国の地で働くことは決して

簡単なことではありませんが、会計監査

のバックグラウンドがあったからこそ、就

労ビザを取得して、米系企業で仕事を得

ることができました。アメリカの就労ビザ

の申請では、「アメリカ人ではできない」

仕事であることを移民局にアピールする

ことが必要です。私の場合は、会計監査

と日本語で仕事ができるという強みの組

み合わせが、様々な場面で役立ちました。

ニューヨークで仕事をする場合でも、日系

子会社のクライアントの場合、担当者が日

本人ということもありましたし、日本の本

社の役員や監査人とやりとりを行う機会

もあります。アメリカで育ったりアメリカの

大学に進学したりして日本で就労経験が

ない場合、敬語を使うことや日本語で会

計監査の話をすることに抵抗があるよう

に感じました。そのため、日本語と英語で

会計監査の仕事ができることは大きな強

みとなり、会社でも高く評価してもらえま

した。やはり、日本で会計監査の経験を積

んでいたからだと、今でもあずさ監査法

人時代にお世話になった部署の皆様に感

謝しています。

―監査法人でのお仕事がその後のキャリ
アに与えた影響等についてお伺いでき
ますか？

　監査法人の仕事は特殊で、監査の過程

で様々な部署の人と話をしたり、普通の人

がなかなか見ることができない資料を見

たりする機会が数多くあります。また、年間

を通じて多岐にわたる業種や大小様々な

規模の会社に行く機会もあります。そうし

た経験を通して、俯瞰的な視点から会社が

どのように動いているのかを間近で見るこ

とができるのは、監査法人ならではの魅力

だと思います。それは監査の現場を離れた

今でも生きていて、例えば記帳作業もただ

事務的に行うのではなく「この数値はなぜ

こうなったのだろう」、「この点はオペレー

ションで改善できるのではないか」というこ

とを数字面から浮き彫りにして、すぐに社

長や周りの人に相談することができます。

数値だけで会社の業績を追うのではなく、

会社全体の経営という観点からも会社の

動きを見ていけるのは、会計監査の経験が

あったからだと思います。また、監査の仕事

では、特にマネージャー以上になると様々

な責任が発生し、進捗管理はもちろん、社

内外のミーティングをリードし、税務やIT部

門を含めたチーム全体のマネージメントも

要求されます。特にニューヨークで仕事を

始めてからは、バックグラウンドの異なる

様々な国の人たちがチームにいましたの

で、彼らのモチベーションをどのようにあげ

るか、チームをどのように統率していくか、

といったことを常に考えていました。こうし

たマネージメント能力は、監査の現場で鍛

えられた部分が大きいと思います。

求められる英語力求められる英語力
活躍のためのスキルとは活躍のためのスキルとは

―次に、海外で、多国籍な環境でお仕事を
するにあたって大変だったことをお聞か
せください。

　ニューヨークで働き始めてから数年間、

何より大変だったことは、英語の壁です。

監査や会計の知識や経験がどれだけネイ

ティブの方よりあったとしても、英語が流

暢でないとアメリカで正当に評価してもら

うことはできないと思います。例えばBDO 

USAに在籍していた時は部署に日本人が

誰もいない状況でしたので、周りの人たち

にとって英語をネイティブと同様に話すこ

とは当たり前。ネイティブのように英語を

話せない私に対して、表立って口には出さ

ないけれど、「彼女は英語をきちんと話せ

ていないけど仕事は大丈夫だろうか」と、

見ているのではないかと感じてしまう場面

は多々ありました。そうした経験を通して、

ネイティブのアメリカ人と肩を並べて仕事

をするためには、相手の主張を正しく理解

し、自分の意見をしっかりと英語で言える

レベルの英語力が必須だと思い、それは

私が英語の勉強を続ける大きなモチベー

ションになっていました。具体的には、職場

でネイティブの人から届いたメールや同僚

の会話に出てきた知らない単語や表現は

その都度英英辞典で調べ、一つずつ覚えて

いきました。英英辞典を見ている姿は前述

した理由から決してアメリカ人の同僚には

見せられなかったので、こっそりと英語を

学ぶ日々でした。

―公認会計士として国際的に活躍するに
あたって大事なことや大切にされている
ことがあればお聞かせください。

　3つあると思います。ひとつはやはり、英

語力。渡米当初、読むことはある程度でき

ても、ネイティブの同僚たちの話が完全に

聞き取れなかったり、自分が言いたいこと

がうまく表現できず、もどかしい思いをす

ることが多かったです。言葉はコミュニケー

ションの手段なので、受身ではなく自ら発

信していかないと相手と分かりあうことは

できませんし、英語がビジネスの場面で問

題なく使えないと、英語以外の能力につい

て疑問を持たれてしまうことも事実です。

日本では、日本語が母国語でない海外の方

に対して、相手に配慮してゆっくり日本語

を話すことが多いと思いますが、アメリカは

良い意味でも悪い意味でも気を遣わない

文化なので、私がネイティブではないから
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といって話す速度を遅くしてくれることは

あまりありません。ネイティブと同様に接し

てくれるのは、差別をしていないという意

味でありがたいことですが、厳しさもありま

す。英語圏での仕事を考えた場合、実践的

な英語力は不可欠だと思います。

　2つ目は専門性です。私の場合、日本で

の会計監査の経験がニューヨークの監査

法人での仕事で非常に役立ちました。グ

ローバル展開をしているBig4のような監

査法人の場合、全世界で統一されたツー

ルを使用していますので、監査のやり方や

考え方は世界共通の部分が多いです。そ

のため、国が変わってもこの部分で困るこ

とはありませんでした。このように、日本で

会計監査の知識をしっかりと学ぶことがで

きて良かったと、渡米してから感じる場面

は多かったです。

　最後の3つ目は、自分にしかできない

ことを強みにする、ということです。たとえ

言葉のハンディがあったとしても、他の人

にない強みがあるユニークな人材であれ

ば、アメリカでは面白い人材として認めて

もらうことができます。私にとってそれは、

会計監査とビジネスの場面で使える日本

語の掛け合わせでした。英語が流暢な日

本人であっても、日本で社会人経験がな

い等の理由で、クライアントや日本の本社

チームとやり取りすることに抵抗がある同

僚たちがいる中、日本の監査現場での就

労経験が私の大きな強みであると気づい

たのは、アメリカで働き始めてからのこと

です。日本では当たり前だったことが、場

所が変わると強みになるのはとても面白

いと思いました。このように掛け算的思考

で自分の強みを組み合わせて、自分にし

かできないキャリアを築いていけば、語学

の面で多少のハンディがあってもカバーで

きると思います。

　話は少し変わりますが、日本の公認会計

士試験はかなりレベルが高い、ということ

をアメリカに来てから実感しています。アメ

リカでは、USCPAの試験に受かっていな

い状態で監査法人に入所し、働きながら最

終的に全科目を合格するというスタイルが

一般的です。試験内容は日本の方がはる

かに難易度が高く、日本の会計士試験に

合格した時には、かなりの基礎学力が身に

ついていると思います。そういった意味で

も、日本の公認会計士の資格は海外でそ

のスキルを活かせますし、将来の視野も無

限に広がっていくのではないでしょうか。

海外で働くためのポイント海外で働くためのポイント
日本人であることを生かす日本人であることを生かす

―須能さんが考える海外で働くことに向く
人はどんな人でしょうか。

　何と言っても柔軟性のある人だと思い

ます。海外での暮らしは、日本のように便

利なことばかりではないですし、宗教上の

制限があって食べるものが限られている

同僚と一緒に仕事をする場合は、私自身

が食べるものにも制約が出てきます。そう

した状況に柔軟に対応し、様々な宗教や

価値観を持つ人たちを尊重して仕事をし

ていかないとチームとして機能しません。

また、アメリカはワークライフバランスを

とても重視しているので、その対応も必要

です。例えば金曜日であれば5時を過ぎた

らオフィスは空で、6時過ぎまでオフィスに

残っていると「どうしたの？ 大丈夫？」と、

違う部署の人にも言われてしまうくらいで

す。繁忙期でも自分の人生を最優先してい

て、その過ごし方も日本とアメリカでは大

きく異なるように感じます。チームを統括

する立場になった場合、こうした違いを受

け入れ、自ら率先してチームメンバーへの

配慮を行うことも大切です。ニューヨーク

のように人種のるつぼと呼ばれる都市で

は、育った環境や考え方、生き方が違う人

たちばかりですので、どれが良いとか悪い

とかではなく、その状況をそのまま受け入

れるという柔軟性が必要だと思います。

―今後のキャリアビジョンについて教えて
ください。これからの夢や目標などがあ
れば併せて教えてください。

　アメリカに移ってすぐに、日本人はアメ

リカのことをよく知っているのに、日本の

ことをほとんど知らないアメリカ人が多い

というギャップに衝撃を受けました。日本

には伝統工芸品など世界へ誇るものがた

くさんありますが、海外での地名度はそれ

ほど高くありません。これからは、もっと日

本の良さを海外の人に知ってもらうため

の活動をしたいです。

　また、ニューヨークに憧れて、ニューヨー

クでビジネスをしてみたい人もたくさんい

らっしゃると思いますが、日米の商環境の
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違いや言葉の壁などがあって、なかなか

拠点を移すまでに至っていないと思いま

す。たとえば会計の世界を見ても、日本人

は勤勉で、優秀な会計士が多いのに、海外

に出ている方が少ないのはもったいない

です。思い切って一歩日本の外へ踏み出

してみると、日本ではできないような体験

ができ、人生の幅が広がることは間違いあ

りません。そこで、無職からスタートしてグ

リーンカードを取得した私の渡米体験が、

海外で働くことを夢見ている方々の何か

の参考になれば、という思いで、2020年

の秋に「ニューヨークで学んだ人生の拓き

方」というキンドルの本を出版しました。

帰国子女でなく、会社派遣などの形でなく

ても、やる気と夢を持っていれば海外で働

くことができることを、公認会計士の資格

を生かしながらここまでやってきた自分の

体験を通じて、もっと多くの人に伝えるこ

とができたら、と考えました。その本がきっ

かけで、今年の春には愛知県立大学の学

生さん80人を前に、将来のキャリアを考え

る授業で、私自身の渡米体験についてお

話する機会に恵まれました。今後も私の経

験をシェアすることで、海外での生活に憧

れている人たちの夢や希望を後押しする

ことができたら、と思っています。

―最後に、公認会計士を目指す学生たち
にメッセージをお願いします。

　公認会計士は様々な可能性を秘めてい

ると思います。日本では公認会計士イコー

ル監査法人に入所、または監査法人を経

て一般企業の経理へ、というキャリアパス

が主流になっていると思いますが、アメリ

カの場合、「会計はすべての基本」と考え

られていて、経営者自身や主要部署のトッ

プが会計士だったりと、会計を使ったいろ

いろなキャリアパスが広がっているように

感じています。どのような分野で働く場合

でも、利益体質の会社にするためには、財

務会計や管理会計の考え方が基礎となっ

てきますので、公認会計士としての知識や

経験は重宝すると思います。受験生の方に

は、勉強で学んだことが今後にも繋がり、

公認会計士の資格を持つことで将来の可

能性は無限に広がっていくと信じて、頑

張っていただきたいと思います。

このインタビューは2021年8月、リモートで取材をさせ

ていただきまとめました。
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